
【資料１】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

1
純移動数
（転入者数－転出者数）

千葉県毎月常住人口 経営戦略課 H26 1,923 人 4,234 人

純移動数算出の根拠として，総転入数22,413人（昨年値-2,224
人）－総転出数18,019人（昨年比-1,207人）となっている。特に総
転入数の内訳として，県内からの日本人転入者数が最も伸びて
いるおり，県外からの日本人転入者数，外国人転入者数は昨年
度より減少している。新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
り，ひとが集まる柏市への転入を控えたことが推察される。
一方，総転出数の内訳では，県内への外国人転出者が最も多い
ことから，本市における外国人は定住していないことが推察され
る。
今後は，「日本人」「県内からの転入者増」「定住人口の増加」を
キーワードに，施策の検討を進める必要がある。

R2 3,000 人

2
市内主要観光エリア流動人
口
(4月休日）

地域経済分析システム
（経済産業省）

商工振興課
H27
(H27)

149,425
(2,346,500

)
人 203,550 人

柏駅周辺地区の流動人口が減少している一方で，「セブンパー
ク・アリオ柏」(H28.4)及び「アルペンアウトドアーズフラッグシップス
トア柏店」（平成31年4月）オープンや手賀沼アグリビジネスパーク
推進事業等が，手賀沼周辺地区の流動人口増加に寄与している
ものと考えている。

R2
(R2)

190,000
(2,700,000

)
人

・かしわインフォメーションセン
ターとの連携による情報発信
強化

3
市内に立地する駅の1日平
均乗車客数

柏市統計書
（各鉄道会社資料）

交通政策課 H25 297,968 人 240,739 人

柏の葉キャンパス駅，柏たなか駅の増加数が顕著なことから，北
部地域の区画整理事業による人口増加が数値上昇の要因と考え
る。
しかしながら，令和2年度は新型コロナウイルス感染症により利用
者が減少しているため，今後は，事業者と一体となり，市民が安
心して利用できる移動手段の確保をすることが課題となる。

R2 300,000 人

・JR，つくばエクスプレスの各
沿線市協議会での要望活動の
実施
・高柳駅自由通路及び橋上駅
舎化の整備

4
手賀沼・東部地区流動人口
(4月休日）

地域経済分析システム
（経済産業省）

商工振興課
H27
(H27)

51,500
(661300)

人 70,125 人

「セブンパーク・アリオ柏」(H28.4)及び「アルペンアウトドアーズフ
ラッグシップストア柏店」（平成31年4月）オープンや手賀沼アグリ
ビジネスパーク推進事業等が，手賀沼周辺地区の流動人口増加
に寄与しているものと考えている。

R2
(R2)

56,000
(760,000)

人

5
柏の葉地区の人口
(10月1日現在）

北部整備課調べ 北部整備課 H27 10,180 人 20,263 人
土地区画整理事業の進捗に伴い，土地活用が進んだことによっ
て，人口増加に繋がったと考える。

R2 14,045 人

6 住宅支援制度数 企画調整課調べ 経営戦略課 H27 1 制度 2 制度

従来より実施している「市営住宅子育て世帯向け期限付入居事
業」及び「優良田園住宅の建設の促進事業」に取り組むとともに，
離職者の方に対し賃貸住宅家賃の支援を行う「住居確保給付金」
や要介護認定等を受けている方に対し住宅改修の支援を行う「介
護保険住宅改修費支援」を実施。市在住者が，引き続き居住でき
る環境整備並びに支援を実施している。

R2 3 制度

・生活に困窮する子育て世帯
の住宅確保支援として，市営
住宅の賃貸を促し経済負担の
軽減
・離職者や要介護認定を受け
ている方に対する家賃支援な
ど

現在，市営住宅の在り方の見直しや低所得
者に向けた住宅支援制度について，庁内関
係各課で検討している。
コロナの影響で家賃の支払いが滞っている方
に対し，住宅確保給付金を活用した。住宅支
援を行うことにより，最低限の住居の確保と定
住を促進し，市外への転出を抑えていると考
えられる。

基本的方向
２　新たな魅
力を持った
中心市街地
の実現

7 歩行者通行量（休日）
中心市街地活性化
基本計画に係る調査

中心市街地整備課 H26 181,471 人 - 人 新型コロナウイルス感染症の影響により，調査未実施。 R2 190,545 人
・柏アーバンデザインセンター
（UDC2）と公民学連携による中
心市街地の活性化

令和元年度に，ＡＩカメラによる歩行者通行量
調査の実証実験を実施した。課題があったた
め，デジタルを活用した調査の実施計画はな
いが，今後も情報収集しながら検討していき
たい。

基本的方向
１　都市部・
郊外それぞ
れの地域資
産を活用し
た賑わいの
創出

基準値（平成27年度） 目標値

基本目標１
柏市への新しい人
への流れをつくる

令和２年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

令和２年度評価
No 評価項目 出典 補足説明

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当

取組事業

・・・目標値未達指標

・・・数値低減を効果とする指標
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２ 市内主要観光エリア流動人口
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３ 市内に立地する駅の1日平均乗車客数
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目標値
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５ 柏の葉地区の人口（10月1日現在）
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６ 住宅支援制度数
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７ 歩行者通行量（平日）

数値

目標値
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４ 手賀沼・東部地区流動人口（4月休日）
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【資料１】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

8 合計特殊出生率 千葉県健康福祉部 経営戦略課 H26 1.29 1.30

数値は，昨年度より－0.03ポイントであるものの，県平均1.28を上回り，
且つ東葛6市内においては流山市に次いで2番目の水準である。本市
の出生者年齢ボリューム層は，30～34歳，35～39歳，25～29歳の順で
ある。新型コロナウイルス感染症の拡大により，感染リスクを踏まえ，
妊娠を控える傾向が全国的にも続いており，柏市においても新型コロ
ナウイルス感染症が出生率減少に繋がっていると推察される。今後
は，ワクチン接種が進み，感染者数が減少してくる時期を見据え，出産
促進に係る対策を検討する必要がある。

R2 1.35

・妊娠子育て相談センター（子育
て世代包括支援センター）を活用
した妊娠から子育て期間までの
切れ目のない支援
・子育て支援者の育成などによる
子育て世帯の支援

市では現在，妊娠・出産・子育てに関する総
合的な環境整備・サポートの実施により，切れ
目の無い妊産婦・乳幼児の支援を行ってい
る。合計特殊出生率の向上に係る取組につい
ては，若い世代の柏市への定住促進や結婚・
出産に至れない理由の解消など，母子保健
事業の充実だけでなく幅広い視点からの支援
の検討が必要である。

9
年少人口（0～14歳）
（10月現在）

住民基本台帳 経営戦略課 H26 53,911 人 55,112 人

年少人口値を構成する年齢内訳の増加順では，10～14歳（昨年値
+272人），5～9歳（昨年値+69人），0～４歳（昨年値-56人）となってい
る。詳細な年齢内訳においては，0歳，1歳において昨年度より増加して
いることから，新型コロナウイルス感染症で人口が密集する都心部の
感染リスクを懸念し，都心を離れることがある一方で，通勤時間短縮や
利便性を追求した結果、都心への通勤圏内の郊外である柏に居住し，
子育てをしていく方が増えていることが推察される。また，5歳，11歳，
14歳において昨年度より増加していることから，子供が小，中学校に入
学するなどのライフステージの変化に応じ柏市に居住する方が増えて
いると推察される。一方，2～4歳の層は各年齢における数値が減少し
ていることから，今後はこの層へのアプローチが必要である。

R2 53,424 人

10
妊娠・出産について満足して
いる者の割合

健やか親子２１ 地域保健課 H28 69.3 % 76.0 %

平成30年度より市内4カ所の妊娠子育て相談センターを開設し，妊娠
届出時に専門職による全数面接を行った。面接により様々な問題を抱
える方等要支援者の早期把握を行い支援につなげた。また，新生児訪
問の対象者は第1子と第2子以降は希望者であったが，平成29年度よ
り，乳児家庭全戸訪問事業と市，新生児がいる全家庭を対象とした。
訪問では産後うつの早期発見スクリーニング指標を用い，児の成長だ
けでなく母の気持ちや育児負担感について丁寧に聞き取りを行い，支
援が必要な方には早期に支援を開始している。このような取り組みに
より指標は改善していると考える。

R2 70.0 %

11

地域活動・ボランティア活動
に参加したい人のうち，参加
したい活動内容として「子育
て支援活動」を挙げた人の
割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

子育て支援課 H24 12.6 % 13.8 %

ネットワークづくりは，子育て応援情報誌「touch」の作製を引き続き実
施した。平成29年度に開始した「はぐはぐ☆子育て応援フォーラム柏」
は，市民実行委員の企画・運営により，zoom・Instagramを使ったオンラ
イン配信で実施，コロナ禍における新しいネットワーク事業の方向性を
示すことができた。

R2 14.3 %
子育てボランティアに参加した柏市在留外国
人は，ファミサポの協力会員に１名いる。（有
償ボランティア）

12
子育て仲間が「いない」と回
答した割合

柏市子ども・子育て支援
事業計画策定に係る

ニーズ調査
子育て支援課 H25 16.9 % - %

コロナ禍において地域子育て支援拠点は一時休館したが，その際も子
育て支援アドバイザーによる相談は電話相談を継続した。拠点再開後
は，感染症対策を講じながら，親子の交流機会の提供や親支援プログ
ラムを実施した。相談件数は，前年度を上回っており，子育て中のかた
に身近な相談場所として認識が広がっていることが考える。

R2 14.3 %

・はぐはぐひろば（地域子育て支
援拠点）の充実による，子育てに
係る相談や情報提供，講座など
の実施

13
「教育環境の充実」に対する
市民満足度

柏市まちづくり推進のた
めの調査

学校教育課 H28 29.7 % 34.3 %

数値は，平成27年度より4.6％増加している。数値増の要因としては，
以下3点が挙げられる。1点目としては，新型コロナウイルス感染症の
影響により休校となった際にも学習活動を止めることのないよう，学習
動画を配信していることや，ＩＣＴ機器の整備を充実させ児童生徒の学
習環境を支援していることが挙げられる。2点目としては，防犯教育や
交通安全教育，防災教育を継続して推進し，全小学校において防犯教
室や交通安全教室，避難訓練等を実施していることが挙げられる。3点
目としては，学校給食管理運営事業において，計画的な施設や機器の
整備を行い安全・安心な給食を安定的に提供していること，また，提供
した給食をホームページ等で公開しおいしい給食の広報に努めている
ことが挙げられる。

R2 34.0 %

基本的方向
２　子育て関
連施設の充
実

14
認可保育園等の入園保留
者数

保育運営課調べ 保育運営課 H27 41 人 209 人

施設整備や入園案内等の結果，令和2年4月1日時点において国基準
の待機児童数は6年連続でゼロになったものの，入園保留者数は増加
した。引き続き保育利用定員の増加に注力し，入園保留者の減少に努
める。

R2 0 人
・認定保育所や認定こども園の
新規整備による定員数増加

需要増については，整備を進め，真に保育を
必要とする児童が適切な保育を受けられる状
況をゴールイメージとしている。

補足説明

・・・数値低減を効果とする指標

・・・目標値未達指標

基本的方向
１　子どもの
育ちと子育
てを支える
体制の充実

基本目標２
柏市の若い世代の
出産・子育ての希
望をかなえる

令和２年度評価 令和２年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

目標値
No 評価項目 出典

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当

取組事業
基準値（平成27年度）
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1.3 1.3 1.3
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９ 年少人口（0～14歳）（10月現在）

数値

目標値
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１０ 妊娠・出産について満足している者の割合（改訂）
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１１ 地域活動・ボランティア活動に参加したい人のうち

参加したい活動内容として「子育て支援活動」を挙げた人

の割合
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１２ 子育て仲間が「いない」と回答した割合
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目標値
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１３ 「教育環境の充実」に対する市民満足度
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目標値
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１４ 認可保育園等の入園保留者数
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【資料１】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

15 市内従業者数 経済センサス 商工振興課 H24 132,541 人 144,210 人

新型コロナウイルス感染症の影響により経営状況が悪
化している市内事業者に対し，各種支援施策（中小企
業支援給付金，中小企業経営雇用支援金，市制度融
資に係る全額利子補給・信用保証料補助等）を実施し，
事業継続支援を行った。
　（評価数値は平成28年経済センサス）

R2 140,000 人

16 市内事業所数 経済センサス 商工振興課 H24 11,588 件 12,017 件

新型コロナウイルス感染症の影響により経営状況が悪
化している市内事業者に対し，各種支援施策（中小企
業支援給付金，中小企業経営雇用支援金，市制度融
資に係る全額利子補給・信用保証料補助等）を実施し，
事業継続支援を行った。
　（評価数値は平成28年経済センサス）

R2 12,000 件

17 荒廃農地面積 荒廃農地調査 農政課 H26 8,271 アール 6,070 アール

国の補助制度を活用し解消に向けた取組を進めている
ものの，農業者の高齢化・後継者不足等により，荒廃
農地は増加傾向にある（Ｈ29：4631アール　Ｈ30：5508
アール　Ｒ元：5531アール）

R2 4,788 アール
・耕作放棄地解消に貢献する担
い手農家に対し，農業機具など
の整備を支援

後継者や新規就農者などの担い手の確保・育
成のため，補助金支援や，農業用機械等の購
入費助成，「里親制度」による支援等を行って
いる。一方で，コロナウイルスの影響で，新た
な外国人技能実習生の確保が難しい状況で
ある。

18 誘致企業数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 0 件 9 件

大規模展示会への市PRブースの設置，連携協定を締
結している地元金融機関との情報交換等を通じて，市
のPRや進出希望企業の動向把握に努めた。（H27～R2
計　58件）

R2
50

(累計)
件

・展示会出展などのPR
・企業立地奨励金などを活用した
企業進出の後押し

企業からの誘致相談は、年間20件程度であ
り，製造業や大規模小売店舗等，大規模な用
地を必要とする業種からの問い合わせが多
い。

19 企業間連携のコーディネート数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 9 件 1 件

例年，商工会議所会員をはじめとする地元企業とつな
がりを持つ専門人材を活用し，市内事業者に対する経
営支援を行うインキュベーションマネージャー事業によ
り，市内企業間のマッチング促進を図ってきたが，令和
2年度は新型コロナウイルス感染症の影響もにより，
マッチングよりも国県市の支援施策の紹介・申請相談
が主たる活動となった。（H2７～R2　44件）

R2
75

(累計)
件

・インキュベーションマネージャー
を活用した市内事業者などの経
営課題解決の支援

20 認定新規就農者 農政課調べ 農政課 H26 4 人 10 人
市独自の支援策として，研修里親農家支援事業，新規
就農支援事業といった補助金を交付している。

R2 10 人
・就農前研修などによる，就農後
の定着支援や就農直後の所得確
保資金の交付

21
農商工等連携事業計画の認
定又は他産業との協働によ
る商品化件数

農政課調べ 農政課 H26 1 件 2 件
この他に，農商工連携ではなく農家自ら商品化を行う６
次産業化事業が８件あった。

R2 5 件
・農業者などによる柏産農産物の
PR支援

農業者の経営力を高める取組等を図る指標と
して，農商工連携による商品開発を設定して
おり，農業者が自ら多角化などに取り組んで
いる事例も多かった。

出典 取組事業

基本的方向
２　地域で支
える持続可
能な農業づく
り

基本的方向
１　戦略的な
企業誘致と
生産・販売
力の向上

基本目標３
柏市の産業を活性
化し安定した雇用
を創出する

No 評価項目

・・・目標値未達指標

・・・数値低減を効果とする指標

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関する事務の担
当

基準値（平成27年度） 令和２年度評価 令和２年度　市の自己評価
（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

目標値
補足説明
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１５ 市内従業者数

数値

目標値
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１６ 市内事業所数

数値

目標値
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１７ 荒廃農地面積

数値

目標値
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１８ 誘致企業数

数値

累計

目標値
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１９ 企業間連携のコーディネート数

数値

累計

目標値
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２０ 認定新規就農者数

数値

累計

目標値

1 1

0 0 0 0
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２１ 農商工等連携事業計画の認定又は

他産業との協働による商品化件数

数値

累計

目標値



【資料１】
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧
※柏市民意識調査等，隔年調査や数年間隔の調査による効果検証は，当該年度ではなく直近調査結果を（継続して）採用します。

年度 数値 単位 数値 単位 年度 数値 単位

22
市内は住みやすいと考える
市民の割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

経営戦略課 H28 84.1 % 87.5 %

「住みやすいと考える理由」の上位として挙げられている
「買い物など生活するのに便利」「公共交通機関が充実」
という点について，引き続き満足度を維持するために，コ
ロナ禍においても経済回復期を見据え，商業活性化のた
め事業者に対して支援していくことが必要であると推察さ
れる。

R2 85.0 %

23 交通事故発生件数
交通事故統計資料集（千

葉県警察本部）
交通施設課 H26 9,878 件 9,557 件

交通事故件数は，人身事故及び物件事故件数の合
計で，令和元年と比べ，人身事故件数，物件事故件
数ともに減少した。
数値は昨年比-1,044件。子供から高齢者を対象とし
た交通安全教室，啓発活動を実施したことで，市民
の交通安全意識が高揚し，交通事故防止対策に一
定の効果があったものと評価される。
しかし，R２の目標値を達成できなかったことから，今
後は，更なる交通安全意識の普及徹底に向けて関係
機関と連携を図り交通事故防止対策に取り組んでい
く。

R2 9,000 件
・交通安全教室の実施による啓
発

交通安全教室については，新型コロナウイ
ルス感染症の影響で，例年どおり行うこと
ができませんでした。

24 刑法犯認知件数
柏市統計書

（柏警察署資料）
防災安全課 H26 4,110 件 2,237 件

各地域での市民の自発的な防犯活動をはじめ，市内防犯
団体や柏警察署等との連携により，着実に市内の犯罪件
数は減ってきている。懸案となっている振り込め詐欺被害
や柏駅周辺における客引き等の迷惑行為などについて
は，引き続き，条例に基づいた各種対策を推進していく。

R2 3,200 件

犯罪認知件数の減少の要因として，社会情
勢の影響もありますが，市内防犯団体や柏
警察署等との連携による各種防犯活動の
活性化によるものも大きいと考えています。

25 柏市民活動団体数 協働推進課調べ 協働推進課 H26 280 団体 417 団体

新型コロナウイル感染症の拡大により，活動が行えない
団体が増えた。それに伴い高齢化が進む市民公益活動
団体の中には，解散する団体が例年より増えたが，新規
登録団体も一定数あったため，前年度比で大きな変化は
なかった。

R2 411 団体

26 支援による就業決定者数
商工振興課（福祉政策

課）調べ
商工振興課 H26 42 人/年間 70 人/年間

協議会会員間の連携による仕事開拓，相談対応，セミ
ナー開催等により，高齢者人材の活用促進を図った。

R2 80 人/年間

・５５歳以上の高齢者に対し協議
会を通じた就業相談受付と情報
提供などによる就業支援
・協議会を通じた，事業者に対す
る求人開拓など

高齢者自身の就業傾向について，コロナ禍
で減少した求人票数を考慮しても，就業を
希望する傾向が見られます。
令和２年度の実績を見ると，就業相談に対
し，30.3％程度の人が就業決定しておりま
す。

27

柏市の住みやすい理由として「道
路や公園などが整備されている」+
「治安が良く安心できる環境があ
る」＋「災害が起きても安心できる
環境がある」と評価する割合の合
計

柏市まちづくり推進のた
めの調査

都市計画課
・防災安全課

H28 42.5 % 52.3 %

柏市の住みやすい理由として「道路や公園などが整備さ
れている」と回答した人の割合は，令和2年度において
21.0％と，前回調査のH30年度（19.4%)より上昇しているも
のの低い数値となっている。
都市計画道路の整備率が39.9%(R3.3.31現在）と低くなって
いることが要因の一つと考えられる。
・「No24刑法犯法犯認知件数」が減少し，市民の体感治安
向上に一定の効果は出ているものの，更なる向上に向
け，市民や関係団体と連携し各種防犯事業に取り組んで
いく。
・災害時における地域の取り組みを推進するため，柏市
地域防災リーダー講習会をWeb上で実施した。また，防災
施設の整備については，これまで同様に計画的に整備，
改修を行った。

R2 43.5 %

28
柏市の住みやすい理由とし
て「公共交通機関が充実し
ているから」と評価する割合

柏市まちづくり推進のた
めの調査

交通政策課 H26 32.2 % 35.0 %

柏市バス路線図マップ配布による市内バス路線の周知
や，かしわ乗合ジャンボタクシーの周知，カシワニクルの
利用登録者・利用者の増加により，平成２６年度より上昇
傾向にある。また，柏市の住みにくい理由として「公共交
通機関が充実していない」と答える割合は減少傾向にあ
るが，令和２年度調査で41.4％と依然として高いため，今
後は，公共交通空白不便地域において，地域特性を踏ま
えた持続可能な交通網の形成をしていく必要がある。

R2 37.0 %

・柏市バス路線図マップの作成，
配布
・かしわ乗合ジャンボタクシー，予
約型相乗りタクシー「カシワニク
ル」の運営

高齢化が進展するなか，すべての世代に
とって住みやすく，持続可能なまちづくりを
実現するには，集約された「コンパクトなま
ちづくり」と，これを結ぶ「交通ネットワーク
の構築」を一体的に進めていくことが必要と
考えております。そのための取り組みとし
て，鉄道・バス・タクシー事業者と連携し，公
共交通機関の利用環境，利便性の向上を
促進してまいります。

・・・目標値未達指標

・・・数値低減を効果とする指標

基本的方向
２　安全・安
心，便利で
暮らしやす
いまちづくり

基本的方向
１　多様な主
体によるま
ちづくりの推
進・連携

補足説明

基本目標４
時代に合った地域
をつくり，安心な
暮らしを守るとと
もに，地域と地域
を連携する

No 出典
指標進捗管理部署

（主管課）
※進捗報告及び分析に関する事務の担

当

評価項目 取組事業
基準値（平成27年度）令和２年度評価 令和２年度　市の自己評価

（指標結果に影響があったと思われる取り組みや課題）

目標値
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87.5

83.5
84

84.5
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85.5
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86.5
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87.5
88

%

２２ 市内は住みやすいと考える市民の割合

数値

目標値
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２３ 交通事故発生件数

数値

目標値
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２４ 刑法犯認知件数

数値

目標値
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２５ 柏市民活動団体数

数値

目標値
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２６ 支援による就業決定者数

数値

目標値
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２７ 柏市の住みやすい理由として「道路や公園などが整備されている」+「治安が

良く安心できる環境がある」+「災害が起きても安心できる環境がある」と評価する

割合の合計

数値

目標値
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２８ 柏市の住みやすい理由として「公共交通機関が充実して

いるから」と評価する割合

数値

目標値
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